
パターン① パターン② パターン③ パターン④

獣医師が指示書を発行し、
生産者が購入・投薬

獣医師が診断・医薬品
処方し、生産者が投薬

獣医師が診断し、
獣医師が治療・投薬

獣医師を介さず、
生産者が購入・投薬

主な畜種：豚、鶏＞牛 主な畜種：牛＞豚、鶏 主な畜種：牛＞豚＞鶏 主な畜種：全畜種

（４）

(1) 異常の検知→診療依頼
(3) 販売店へ指示書提出
(5) 投薬 (6) 記録

⑵診察・診断
→指示書発行

（１） （２）

⑷指示書受領
⇒医薬品の手配

指示書

（３）

(1) 異常の検知
→診療依頼

(3) 投薬
(4) 記録

（１） （２）

⑵診察診断
→医薬品の処方

（０）‐２
獣医師へ
医薬品を手配

(1) 異常の検知
    →診療依頼

(2) 診察診断
→治療 (投薬)

        ・記録

（０）‐２
獣医師へ
医薬品を手配

（１） （２）

⑵生産者へ
医薬品を手配

指示書

（０）‐１
医薬品の
購入

（０）‐２
医薬品の
手配

（１）‐１
医薬品の
購入

（１）‐２
医薬品の
手配

投薬業務のパターンとシステム化の範囲
パターン①「獣医師が指示書を発行し、生産者が購入・投薬」を電子システム化

（０）‐１
医薬品の
購入

（０）‐２
医薬品の
手配

(1) 医薬品の購入
→投薬・記録
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